
教育委員会定例会日程 

令和８年(2026 年)３月 25 日 

１ 開 会 

２ 前回議事録の承認 

３ 議事録署名委員の決定 

４ 議事  

  日程第１  

   議案第８号  

    組織機構の再編整備に伴う関係規則の整備に関する規則  

（文化部、子ども若者部、教育部）  

  日程第２  

   議案第９号  

    小田原市学校給食のあり方検討委員会規則         （保健給食課） 

  日程第３  

   議案第 10 号  

    小田原市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に関する規則及び小田原市

立学校組織規則の一部を改正する規則            （保健給食課） 

日程第４  

   議案第 11 号  

    小田原市立学校職員の業務量の管理に関する規則      （教育指導課） 

  日程第５  

   議案第 12 号  

    社会教育主事の解任について               （文化部）  

５ 報告事項  

 （1） 小田原市文化財保存活用地域計画の策定について      （文化財課）  

（2） 市立矢作小学校器物損壊事件について【非公開】      （教育総務課） 

 

６ 閉 会 



議案第 ８ 号 

組織機構の再編整備に伴う関係規則の整備に関する規則について 

組織機構の再編整備に伴う関係規則の整備に関する規則について、議決を求める。 

 

令和 ８ 年 ３ 月２５日提出 

 

小田原市教育委員会       

教育長 下 正祐       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   組織機構の再編整備等に伴う関係規則の整備に関する規則（案） 

 （小田原市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規則の一部改正） 

第１条 小田原市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規則（平成２３年 

小田原市教育委員会規則第２号）の一部を次のように改正する。 

別表中 

「 
(1) 文化財保護の企画及び調整に関するこ

と。 

(2) 文化財の指定及び指定の解除に関する

こと。 

(3) 文化財の調査、保存及びその活用に関

すること。 

(4) 文化財の普及及び啓発に関すること。 

(5) 文化財保護委員会に関すること。 

(6) 小田原城跡の調査及び整備の企画及び

実施に関すること。 

(7) 国指定史跡の調査及び保存に関するこ

と。 

(8) 埋蔵文化財の発掘調査及び保存に関す

ること。 

文化部長、文化部副部長及び

文化財課の職員 

」 

を 

 
「 

(1) 文化財保護の企画及び調整に関するこ

と。 

(2) 文化財の指定及び指定の解除に関する

こと。 

(3) 文化財の調査、保存及びその活用に関

すること。 

(4) 文化財の普及及び啓発に関すること。 

(5) 文化財保護委員会に関すること。 

(6) 国指定史跡（小田原城跡及び石垣山を

除く。）の調査及び整備に関すること。 

歴史まちづくり担当部長、文

化部副部長及び文化財課の職

員 

 

 

 

に、 



 

 
(7) 埋蔵文化財の発掘調査及び保存に関す

ること。 

 

」 

 

「文化部長、文化部副部長及び図書館」を「歴史まちづくり担当部長、文化部副部長

及び図書館」に、 

「 
学校施設の開放（スポーツ開放に限る。）

に関すること。 

文化部長、文化部副部長及び

スポーツ課の職員 
」 

を 

 
「 

学校施設の開放（スポーツ開放に限る。）

に関すること。 

文化部長、文化部副部長及び

スポーツ課の職員 
 

に、 
 

国指定史跡（小田原城跡及び石垣山に限 

る。）の調査及び整備に関すること。 

歴史まちづくり担当部長、文

化部副部長及び小田原城総合

管理事務所の職員 
」 

「青少年課」を「子ども政策課」に改める。 

 （小田原市立学校文書管理規則の一部改正） 

第２条 小田原市立学校文書管理規則（平成１５年小田原市教育委員会規則第５号）の 

一部を次のように改正する。 

別表前羽幼稚園の項及び下中幼稚園の項を削る。 

 （史跡小田原城跡調査・整備委員会規則の一部改正） 

第３条 史跡小田原城跡調査・整備委員会規則（平成２５年小田原市教育委員会規則第 

３号）の一部を次のように改正する。 

第１０条中「文化部文化財課」を「文化部小田原城総合管理事務所」に改める。 

 （小田原市立幼稚園の管理運営に関する規則の一部改正） 

第４条 小田原市立幼稚園の管理運営に関する規則（昭和５８年小田原市教育委員会規 

則第４号）の一部を次のように改正する。 

別表前羽幼稚園の項及び下中幼稚園の項を削る。 

 （小田原市学校給食共同調理場の対象校を定める規則の一部改正） 

第５条 小田原市学校給食共同調理場の対象校を定める規則（昭和５７年小田原市教育 

委員会規則第１１号）の一部を次のように改正する。 

  本則の表小田原市橘学校給食共同調理場の項中「橘中学校 前羽幼稚園 下中幼稚 



 

園」を「橘中学校」に改め、同表小田原市豊川学校給食共同調理場の項中「片浦小学

校 豊川小学校」を「豊川小学校」に改める。 

   附 則 

 この規則は、令和８年４月１日から施行する。 

 



 

組織機構の再編整備等に伴う関係規則の整備に関する規則 

 ［改正理由］ 

   組織機構の再編整備等に伴う所要の整備を行うため改正する。 

 ［内  容］ 

  １ 小田原市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規則の一部改正 

   （改正規則第１条関係） 

   (1) 文化財保護の企画及び調整に関する事務等並びに図書館活動の総合的企画及

び調整に関する事務等を補助執行させる職員の変更（別表関係） 

     文化財保護の企画及び調整に関する事務その他の文化財に関する事務並びに

図書館活動の総合的企画及び調整その他の図書館に関する事務を補助執行させ

る職員を次のように変更することとする。 

改  正  後 改  正  前 

歴史まちづくり担当部長 文化部長 

   (2) 国指定史跡小田原城跡等の調査及び整備に関する事務を補助執行させる職員

の変更（別表関係） 

     国指定史跡小田原城跡及び国指定史跡石垣山の調査及び整備に関する事務を

補助執行させる職員を次のように変更することとする。 

改  正  後 改  正  前 

歴史まちづくり担当部長 

小田原城総合管理事務所の職員 

文化部長 

文化財課の職員 

   (3) 青少年の体験交流学習に関する事務等を補助執行させる職員の変更（別表関 

係） 

     青少年の体験交流学習に関する事務並びに青少年指導者及び育成者に関する

事務を補助執行させる職員を次のように変更することとする。 

改  正  後 改  正  前 

子ども政策課の職員 青少年課の職員 

  ２ 小田原市立学校文書管理規則の一部改正（改正規則第２条関係） 

    前羽幼稚園及び下中幼稚園の廃止に伴い、これらの園に係る略字記号の規定を



 

削除することとする。（別表関係） 

  ３ 史跡小田原城跡調査・整備委員会規則の一部改正（改正規則第３条関係） 

    委員会の事務担当課を次のように変更することとする。（第１０条関係） 

改  正  後 改  正  前 

文化部小田原城総合管理事務所 文化部文化財課 

  ４ 小田原市立幼稚園の管理運営に関する規則の一部改正（改正規則第４条関係） 

    前羽幼稚園及び下中幼稚園の廃止に伴い、これらの園の定員に関する規定を削

除することとする。（別表関係） 

  ５ 小田原市学校給食共同調理場の対象校を定める規則の一部改正（改正規則第５ 

条関係） 

   (1) 前羽幼稚園及び下中幼稚園の廃止に伴う規定の整備（本則関係） 

     前羽幼稚園及び下中幼稚園の廃止に伴い、これらの園を小田原市橘学校給食

共同調理場における学校給食の調理等の業務の対象校として指定する市立学校

から除外することとする。 

   (2) その他 

     規定を整備することとする。 

［適  用］ 

   令和 ８ 年 ４ 月 １ 日 

 



組織機構の再編整備等に伴う関係規則の整備に関する規則 新旧対照条文（案） 

 

○小田原市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規則（平成２３年小田原市教育委員

会規則第２号）（抄）（改正規則第１条関係） 

 

改  正  後 改  正  前 

別表（第２条関係） 別表（第２条関係） 

事務 職員 

（略） 

(１) 文化財保護の企画及

び調整に関すること。 

(２) 文化財の指定及び指

定の解除に関すること。 

(３) 文化財の調査、保存

及びその活用に関するこ

と。 

(４) 文化財の普及及び啓

発に関すること。 

(５) 文化財保護委員会に

関すること。 

(６) 国指定史跡（小田原

城跡及び石垣山を除

く。）の調査及び整備に

関すること。 

(７) 埋蔵文化財の発掘調

査及び保存に関するこ

と。 

歴史まちづく

り担当部長、

文化部副部長

及び文化財課

の職員 

(１) 図書館活動の総合的

企画及び調整に関するこ

と。 

(２) 図書館の管理及び運

歴史まちづく

り担当部長、

文化部副部長

及び図書館の

事務 職員 

（略） 

(１) 文化財保護の企画及

び調整に関すること。 

(２) 文化財の指定及び指

定の解除に関すること。 

(３) 文化財の調査、保存

及びその活用に関するこ

と。 

(４) 文化財の普及及び啓

発に関すること。 

(５) 文化財保護委員会に

関すること。 

(６) 小田原城跡の調査及

び整備の企画及び実施に

関すること。 

(７) 国指定史跡の調査及

び保存に関すること。 

(８) 埋蔵文化財の発掘調

査及び保存に関するこ

と。 

文化部長、文

化部副部長及

び文化財課の

職員 

(１) 図書館活動の総合的

企画及び調整に関するこ

と。 

文化部長、文

化部副部長及

び図書館の職



営に関すること。 

(３) 図書館協議会に関す

ること。 

(４) 図書館関係機関及び

図書館関係団体との連絡

及び調整に関すること。 

(５) 図書館資料の運用に

関すること。 

(６) 図書館資料及び地域

資料の調査及び研究に関

すること。 

(７) 自動車文庫の運営に

関すること。 

(８) 文学館の管理及び運

営に関すること。 

職員 

学校施設の開放（スポーツ

開放に限る。）に関するこ

と。 

文化部長、文

化部副部長及

びスポーツ課

の職員 

国指定史跡（小田原城跡及

び石垣山に限る。）の調査

及び整備に関すること。 

歴史まちづく

り担当部長、

文化部副部長

及び小田原城

総合管理事務

所の職員 

(１) 青少年の体験交流学

習に関すること。 

(２) 青少年指導者及び育

成者に関すること。 

子ども若者部

長、子ども若

者部副部長及

び子ども政策

課の職員 

   

(２) 図書館の管理及び運

営に関すること。 

(３) 図書館協議会に関す

ること。 

(４) 図書館関係機関及び

図書館関係団体との連絡

及び調整に関すること。 

(５) 図書館資料の運用に

関すること。 

(６) 図書館資料及び地域

資料の調査及び研究に関

すること。 

(７) 自動車文庫の運営に

関すること。 

(８) 文学館の管理及び運

営に関すること。 

員 

学校施設の開放（スポーツ

開放に限る。）に関するこ

と。 

文化部長、文

化部副部長及

びスポーツ課

の職員 

(１) 青少年の体験交流学

習に関すること。 

(２) 青少年指導者及び育

成者に関すること。 

子ども若者部

長、子ども若

者部副部長及

び青少年課の

職員 

   



 

○小田原市立学校文書管理規則（平成１５年小田原市教育委員会規則第５号）（抄）（改正規則第

２条関係） 

 

改  正  後 改  正  前 

別表（第14条関係） 別表（第14条関係） 

学校名 略字 

（略） 

東富水幼稚園 東幼 

矢作幼稚園 矢幼 

（略） 

  

学校名 略字 

（略） 

東富水幼稚園 東幼 

前羽幼稚園 前幼 

下中幼稚園 下幼 

矢作幼稚園 矢幼 

（略） 

  

 

○史跡小田原城跡調査・整備委員会規則（平成２５年小田原市教育委員会規則第３号）（抄）（改

正規則第３条関係） 

 

改  正  後 改  正  前 

（庶務） （庶務） 

第１０条 委員会及び部会の事務は、文化部小

田原城総合管理事務所において処理する。 

 

第１０条 委員会及び部会の事務は、文化部文

化財課において処理する。 

 

 

○小田原市立幼稚園の管理運営に関する規則（昭和５８年小田原市教育委員会規則第４号）（抄）

（改正規則第４条関係） 

 

改  正  後 改  正  前 

別表（第４条、第14条関係） 別表（第４条、第14条関係） 



名称 

定員 

４歳児 ５歳児 

（略） 

東富水幼稚

園 
70人 70人 

矢作幼稚園 70人 70人 

（略） 

   

名称 

定員 

４歳児 ５歳児 

（略） 

東富水幼稚

園 
70人 70人 

前羽幼稚園 35人 35人 

下中幼稚園 70人 70人 

矢作幼稚園 70人 70人 

（略） 

   

 

○小田原市学校給食共同調理場の対象校を定める規則（昭和５７年小田原市教育委員会規則第１１

号）（抄）（改正規則第５条関係） 

 

改  正  後 改  正  前 

共同調理場名 指定する市立学校 

（略） 

小田原市橘学校給食

共同調理場 

前羽小学校 下中小

学校 橘中学校 

小田原市豊川学校給

食共同調理場 

豊川小学校 城南中

学校 

（略） 

  

共同調理場名 指定する市立学校 

（略） 

小田原市橘学校給食

共同調理場 

前羽小学校 下中小

学校 橘中学校 前

羽幼稚園 下中幼稚

園 

小田原市豊川学校給

食共同調理場 

片浦小学校 豊川小

学校 城南中学校 

（略） 

  

  



議案第９号 

小田原市学校給食のあり方検討委員会規則について 

小田原市学校給食のあり方検討委員会規則について、議決を求める。 

 

令和 ８ 年 ３ 月２５日提出 

 

小田原市教育委員会       

教育長 下 正祐       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

小田原市学校給食のあり方検討委員会規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、小田原市附属機関設置条例（昭和５４年小田原市条例第１号）第

２条の規定に基づき設置された小田原市学校給食のあり方検討委員会（以下「委員

会」という。）の組織、運営等に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は、学校給食のあり方に関する事項につき、小田原市教育委員会（以下

「教育委員会」という。）の諮問に応じて調査審議し、その結果を報告し、及び必要

と認める事項について意見を具申するものとする。 

（委員） 

第３条 委員会の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者のうちから教育委員

会が委嘱し、又は任命する。 

 (1) 学識経験者 

 (2) 児童及び生徒の保護者等を代表する者 

 (3) 市立小学校及び市立中学校の校長 

 (4) 栄養士 

 (5) 前各号に掲げる者のほか、教育委員会が必要と認める者 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長１人を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、 

その職務を代理する。 

４ 委員長及び副委員長の任期は、委員の任期による。 

（会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員会は、委員の２分の１以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するとこ



 

ろによる。 

 （関係者の出席） 

第６条 委員会において必要があると認めるときは、その会議に、議事に関係のある者

の出席を求め、その意見又は説明を聴くことができる。 

（秘密の保持） 

第７条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らし、又は自己の利益のために使用してはな

らない。その職を退いた後も、また同様とする。 

 （庶務） 

第８条 委員会の事務は、教育部保健給食課において処理する。 

 （委任） 

第９条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委

員会に諮って定める。 

附 則 

 この規則は、令和８年４月１日から施行する。 
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小田原市学校給食のあり方検討委員会規則 

 ［制定理由］ 

   小田原市附属機関設置条例に基づく小田原市学校給食のあり方検討委員会の組織、

運営等に関し必要な事項を定めるため制定する。 

［内  容］ 

 １ 所掌事務（第２条関係） 

委員会は、学校給食のあり方に関する事項につき、教育委員会の諮問に応じて

調査審議し、その結果を報告し、及び必要と認める事項について意見を具申する

こととする。 

  ２ 委員（第３条関係） 

    委員会の委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱し、又は任命する

こととし、その任期は、２年とすることとする。 

 (1) 学識経験者 

 (2) 児童及び生徒の保護者等を代表する者 

   (3) 市立小学校及び市立中学校の校長 

 (4) 栄養士 

   (5) その他教育委員会が必要と認める者 

 ３ 委員長及び副委員長（第４条関係） 

委員会に委員長及び副委員長１人を置き、委員の互選により定めることとする

ほか、委員長及び副委員長の権限について定めることとする。 

４ 会議（第５条関係） 

委員会の会議は、委員長が招集し、委員の２分の１以上の出席により成立する

こととする。また、議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長

の決するところによることとする。 

５ 関係者の出席（第６条関係） 

委員会において必要があると認めるときは、その会議に、議事に関係のある者

の出席を求め、その意見又は説明を聴くことができることとする。 

６ 秘密の保持（第７条関係） 

委員は、職務上知り得た秘密を漏らし、又は自己の利益のために使用してはな

らないこととし、その職を退いた後も、同様とすることとする。 
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７ 庶務（第８条関係） 

委員会の事務は、教育部保健給食課において処理することとする。 

 ［適  用］ 

   令和 ８ 年 ４ 月 １ 日 



議案第１０号 

小田原市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に関する規則及び小田原市

立学校組織規則の一部を改正する規則 

小田原市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に関する規則及び小田原市立学

校組織規則の一部を改正する規則について、議決を求める。 

 

令和 ８ 年 ３ 月２５日提出 

 

小田原市教育委員会       

教育長 下 正祐       
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小田原市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に関する規則及び小田原市 

立学校組織規則の一部を改正する規則（案） 

 （小田原市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に関する規則の一部改正） 

第１条 小田原市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に関する規則（平成１０年小

田原市教育委員会規則第１号）の一部を次のように改正する。 

第３条教育部保健給食課の事務分掌(3)中「及び幼稚園歯科医」を「、幼稚園歯科

医及び幼稚園薬剤師」に改める。 

（小田原市立学校組織規則の一部改正） 

第２条 小田原市立学校組織規則（昭和３０年小田原市教育委員会規則第２号）の一部

を次のように改正する。 

 第１３条第１項に次の１号を加える。 

(7) 幼稚園薬剤師 

附 則 

この規則は、令和８年４月１日から施行する。 
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小田原市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に関する規則及び小田原市立学校組織

規則の一部を改正する規則 

［改正理由］ 

  市立幼稚園に幼稚園薬剤師を配置することに伴う所要の整備を行うため改正する。 

［内  容］ 

 １ 小田原市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に関する規則の一部改正（改

正規則第１条関係） 

     教育部保健給食課に幼稚園薬剤師に関する事務を分掌させることとする。（第 

  ３条関係） 

 ２ 小田原市立学校組織規則の一部改正（改正規則第２条関係） 

   市立幼稚園の職員として幼稚園薬剤師を配置することとする。（第１３条関

係） 

［適  用］ 

   令和 ８ 年 ４ 月 １ 日 



小田原市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に関する規則及び小田原市立学校組織規

則の一部を改正する規則 新旧対照条文（案） 

 

○小田原市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に関する規則（平成１０年小田原市教育委員会

規則第１号）（抄）（改正規則第１条関係） 

 

改  正  後 改  正  前 

（事務分掌） （事務分掌） 

第３条 前条に規定する課の事務分掌は、次の

とおりとする。 

第３条 前条に規定する課の事務分掌は、次の

とおりとする。 

教育部 教育部 

教育総務課 教育総務課 

（略） （略） 

保健給食課 保健給食課 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

(3) 学校医、学校歯科医、学校薬剤師、 

幼稚園医、幼稚園歯科医及び幼稚園薬 

剤師に関すること。 

(3) 学校医、学校歯科医、学校薬剤師、 

幼稚園医及び幼稚園歯科医に関するこ 

と。 

教育指導課 教育指導課 

（略）       （略） 

 

○小田原市立学校組織規則（昭和３０年小田原市教育委員会規則第２号）（抄）（改正規則第２条

関係） 

 

改  正  後 改  正  前 

（職員） （職員） 

第１３条 市立幼稚園に、次に掲げる職員を置

く。 

第１３条 市立幼稚園に、次に掲げる職員を置

く。 

(1)～(6) （略） (1)～(6) （略） 

(7) 幼稚園薬剤師  

２ （略） 

 

２ （略） 

 

 

 



議案第１１号 

小田原市立学校職員の業務量の管理に関する規則の一部改正について 

小田原市立学校職員の業務量の管理に関する規則の一部改正について、議決を求

める。 

 

令和 ８ 年 ３ 月２５日提出 

 

小田原市教育委員会       

教育長 下 正祐       
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小田原市立学校職員の業務量の管理に関する規則の一部を改正する規則（案） 

小田原市立学校職員の業務量の管理に関する規則（令和３年小田原市教育委員会規則

第８号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第１項中「公立学校の教育職員の業務量の適切な管理その他教育職員の服務を

監督する教育委員会が教育職員の健康及び福祉の確保を図るために講ずべき措置に関す

る指針（令和２年文部科学省告示第１号）第３（１）」を「給特法第７条の指針」に改

める。 

附 則 

この規則は、令和８年４月１日から施行する。 
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小田原市立学校職員の業務量の管理に関する規則の一部を改正する規則 

［改正理由］ 

   公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法に基づく文部科

学省告示の全部改正に伴う所要の整備を行うため改正する。 

［内  容］ 

  公立学校の教育職員の業務量の適切な管理その他教育職員の服務を監督する教育 

委員会が教育職員の健康及び福祉の確保を図るために構ずべき措置に関する指針が 

全部改正されることに伴い、当該指針を引用する規定を整備することとする。（第 

２条関係） 

［適  用］ 

   令和 ８ 年 ４ 月 １ 日 



小田原市立学校職員の業務量の管理に関する規則の一部を改正する規則 新旧対照条文

（案） 

 

○小田原市立学校職員の業務量の管理に関する規則（令和３年小田原市教育委員会規則第８号）

（抄） 

 

改  正  後 改  正  前 

（在校等時間の適切な管理） （在校等時間の適切な管理） 

第２条 小田原市教育委員会（以下「教育委員

会」という。）は、市立学校の教育職員の在

校等時間（給特法第７条の指針に規定する在

校等時間をいう。以下同じ。）から所定の勤

務時間（給特法第６条第３項各号に掲げる日

（代休日が指定された日を除く。）以外の日

における同条第１項に規定する正規の勤務時

間をいう。以下同じ。）を除いた時間を次に

掲げる時間の範囲内とするため、市立学校の

教育職員の業務量の適切な管理を行うものと

する。 

第２条 小田原市教育委員会（以下「教育委員

会」という。）は、市立学校の教育職員の在

校等時間（公立学校の教育職員の業務量の適

切な管理その他教育職員の服務を監督する教

育委員会が教育職員の健康及び福祉の確保を

図るために講ずべき措置に関する指針（令和

２年文部科学省告示第１号）第３（１）に規

定する在校等時間をいう。以下同じ。）から

所定の勤務時間（給特法第６条第３項各号に

掲げる日（代休日が指定された日を除く。）

以外の日における同条第１項に規定する正規

の勤務時間をいう。以下同じ。）を除いた時

間を次に掲げる時間の範囲内とするため、市

立学校の教育職員の業務量の適切な管理を行

うものとする。 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

２ （略） 

 

２ （略） 

 

 



議案第１２号 

社会教育主事の解任について 

社会教育主事の解任について、議決を求める。 

 

令和 ８ 年 ３ 月２５日提出 

 

小田原市教育委員会       

教育長 下 正祐       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

社会教育主事の解任について 

 

【解任】 

氏   名 所   属 職   名 解 任 年 月 日 

蓑宮 康之 生涯学習課 課長 令和８年３月 31日 

鈴木 悟 文化財課 副課長 
（史跡整備係長事務取扱） 

令和８年３月 31日 

 

≪参考≫ 

○社会教育法（一部抜粋） 

（社会教育主事の資格） 

第九条の四 次の各号のいずれかに該当する者は、社会教育主事となる資格を有する。 

一 大学に二年以上在学して六十二単位以上を修得し、又は高等専門学校を卒業し、かつ、次に

掲げる期間を通算した期間が三年以上になる者で、次条の規定による社会教育主事の講習を修了

したもの 

イ 社会教育主事補の職にあつた期間 

ロ 官公署、学校、社会教育施設又は社会教育関係団体における職で司書、学芸員その他の社会

教育主事補の職と同等以上の職として文部科学大臣の指定するものにあつた期間 

ハ 官公署、学校、社会教育施設又は社会教育関係団体が実施する社会教育に関係のある事業に

おける業務であつて、社会教育主事として必要な知識又は技能の習得に資するものとして文部科

学大臣が指定するものに従事した期間（イ又はロに掲げる期間に該当する期間を除く。） 

二 教育職員の普通免許状を有し、かつ、五年以上文部科学大臣の指定する教育に関する職にあ

つた者で、次条の規定による社会教育主事の講習を修了したもの 

三 大学に二年以上在学して、六十二単位以上を修得し、かつ、大学において文部科学省令で定

める社会教育に関する科目の単位を修得した者で、第一号イからハまでに掲げる期間を通算した

期間が一年以上になるもの 

四 次条の規定による社会教育主事の講習を修了した者（第一号及び第二号に掲げる者を除く。）

で、社会教育に関する専門的事項について前三号に掲げる者に相当する教養と経験があると都道

府県の教育委員会が認定したもの 

 



小田原市文化財保存活用地域計画 概要版

　小田原には、古代から現代に至るまで営まれてきた人々の活動や暮らしの中で作り出され、また育まれた、様々
な有形・無形の文化財が存在しています。こうした文化財は小田原の歴史や文化を今に伝える市民の共有財産であ
り、本市の歴史や文化を知るうえで欠かせないものです。
　本市の歴史文化と文化財がもつ価値と魅力を分かりやすく整理し、市民のほか本市の歴史文化に興味をお持ちの
全ての人に向けて発信・共有するとともに、本市に所在する文化財について市民総がかりの総合的な保存・活用を
進めるため、この方針を示すマスタープランとそれを具体化するアクションプランとして、文化財保護法第 183 条
の３第１項の規定に基づき「小田原市文化財保存活用地域計画」を策定しました。
　［計画期間］令和８年度（2026）から令和 18 年度（2036）までの 11 年間（令和 7 年 12 月文化庁認定）

文化財種別 国指定等 県指定 市指定 国登録 合計

有形
文化財

建造物 0 5 11 29 45

美
術
工
芸
品

絵画 1 2 11 0 14
彫刻 2 7 4 0 13

工芸品 0 1 7 0 8
書跡･典籍 0 0 0 0 0

古文書 0 0 25 0 25
考古資料 0 2 4 0 6
歴史資料 0 1 17 0 18

無形文化財 0 0 0 0 0

民俗
文化財

有形の民俗文化財 0 0 4 0 4
無形の民俗文化財 1 2 4 0 7

記念物

遺跡（史跡） 3 1 11 0 15
名勝地 0 0 0 0 0

動物･植物･地質鉱物
（天然記念物） 1 4 21 0 26

文化的景観 0 0 0 0 0
伝統的建造物群 0 0 0 0 0

合 計 8 25 119
152 29 181

● 指定等文化財の件数

● 保存・活用の推進体制

● 主な関連制度

　本計画では、文化財保護法や条例上の指定・登録の有無に関
わらず、市域に広がる歴史的・文化的・自然的な資源を “本計
画で対象とする文化財” とします。
　文化財は、周囲の景観、文化財を支える人々の活動や施設、
産業等の「文化財を取り巻く周辺環境」と一体となってこそ、
その価値を高めることができます。「文化財」と「文化財を取り
巻く周辺環境」の有機的な結びつきにより生み出される総体を

「歴史文化」と定義し、文化財の保存・活用を通して、未来に継
承していくことを目指します。
　181 件の指定等文化財に加えて、2,400 件の未指定文化財を把
握しています。

　小田原市では、所有者および行政に加
えて、市民等や専門家が、それぞれが主
体的に取り組み、また、連携、協働する
ことで、文化財の保存・活用の取組を推
進します。
　市内には、文化財の調査・研究、保存・
活用に携わる団体、文化財を守る地域の
人々や有志、観光に活用する事例などが
多く存在しています。そうした地域のプ
レイヤーが有機的に繋がり、場合によっ
ては連絡組織を設け、行政も加わり取り
組んでいることが小田原の強みです。

小田原ゆかりの優れた建造物

箱根ジオパーク

日本遺産
旅人たちの足跡残る悠久の石畳道
－箱根八里で巡る遥かな江戸の旅路－

小田原市の歴史文化の特性

山野河海が生んだ多様な歴史文化
－自然の恵みとそれを活かす人々－

人や物の往来により生まれた歴史文化
－街道が育んだ人々の交流と発展－

日本史を彩った人物が織り成した、
重層的な歴史文化－小田原を舞台とした歴史群像－

日々の人々の生活により育まれた、
今につながる歴史文化－人々のくらしと産業－

　豊かな自然環境、東西交流の結節点という場、そして温暖な
気候に恵まれた市域には、北条氏をはじめとした戦国大名、政
財界人や文化人など多くの人々が居住、来訪しました。こうし
た人々の存在と活躍がつくった歴史があります。

　市域には、箱根に連なる山々、足柄平野と中央を流れる酒匂川、
相模湾などからなる変化に富んだ地形があります。こうした自
然環境を活かして人々は多様な歴史文化を重ねてきました。

　山野河海を持つ市域では、豊かな自然を生かしたなりわいが
営まれてきました。宿場町でもあった城下町には数多くの職人
や商人が集住し、水産加工品や漆器など小田原を代表する多く
の伝統産業が生み出されました。

　交通上の難所である箱根山は、山越えをする人々をこの地に
留めました。古くから東西交流の場であり、近代以降は鉄道の
要衝地となりました。

１ ２

３ ４

● 本計画の対象（文化財）

　市内にある建築技術や意匠等の優れた、著名人
にゆかりのある建造物として、4 件の建造物を認
定しています。

　小田原宿は箱根八里の東の起点であり、江戸を
発った旅人が初めて目にする城下町で、箱根越え
を控え、にぎわいをみせていました。小田城跡、
かまぼこ通りなどが構成文化財となっています。

　箱根火山を中心として、神奈川県西部の 2 市３
町の区域で構成されています。ジオパークを特色
づけるジオサイトとして、市内では、早川石丁場
群など７箇所が選定されています。

100 年フード
　地域で世代を超えて受け継がれてきた食文化の
継承を目指す制度で、小田原蒲鉾、曽我の梅干し
が認定されています。

令和７年度文化庁文化芸術振興費補助金
（地域文化財総合活用推進事業）

小田原市文化財保存活用地域計画
令和８年（2026 年）２月発行

発行・編集　小田原市文化財課
〒250-8555　神奈川県小田原市荻窪 300 番地
TEL：0465-33-1717　　FAX：0465-33-1714
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先人が築いた歴史とともに暮らすまち
暮らしを通してその歴史を未来へつなげていく

　市民は、先人たちが築いた歴史とともに暮らし、それを楽しみ、豊かな時間を過ごすことができます。文化財を
活かし触れ合う多様な機会を通して、歴史に触れ、その価値を意識することができます。市民一人ひとりが、暮ら
しを通じて歴史を感じ、育み、新たな価値を創造し、未来へつないでいくまちを目指します。

文化財を通して
地域を学び

地域への愛着を
育む
まち

将来のイメージ 基本的な方向性 方針 主な措置

文化財に
触れ合う

多様な機会
がある
まち

文化財を守り
歴史文化を

つないでいく
まち

文化財が
豊かな活動を

育む
まち

文化財の継承
を支える

仕組みがある
まち

文化財への理解
を深め

学びをつくる

文化財を
市民に身近な
ものにする

文化財を
地域で守る

文化財を
活かす活動を

育み
広げていく

文化財の
保存・活用を
支える仕組み

を作る

調査
研究

・文化財の把握調査及び詳細調査の実施
・文化財の滅失等の防止
・文化財の収集と整理
・調査・研究成果の連携と集約

● 未指定･未確認を含めた文化財の調査
● 緊急発掘調査事業
● 遺物保存管理事業

● 広域連携観光推進事業
● 環境活動推進事業　など

● 埋蔵文化財センター設置の検討
● 遺物保存管理事業　など

● まちあるきツアー･イベントの開催
● 観光 PR 事業　など

● 城址公園管理運営事業
● まち歩き観光推進事業　など

● 景観形成修景事業
● まちなか再生支援事業　など

● 尊徳学習・顕彰事業
● 報徳小学校の田植え実施　など

● 歴史的建造物整備活用事業
● 文化財公開事業　など

● 史跡小田原城跡保存活用整備事業
● まち歩き観光推進事業　など

● 史跡石垣山保全対策事業
● 史跡江戸城石垣石丁場整備事業 など

● 伝統的工芸品産業産地組合助成事業
● 文化財保存修理等助成事業　など

● 郷土学習推進事業
● 文化活動担い手育成事業
● おだわら市民学校事業

● 特別展開催事業
● 文化財公開事業
● まち歩き観光推進事業

● 郷土文化館本館管理運営事業
● 尊徳記念館管理運営事業
● 博物館構想推進事業

● 指定文化財等保存管理事業
● 遺物保存管理事業
● 文化財保存修理等助成事業
● 歴史的風致維持向上計画推進事業

● 消防訓練等の実施
● 防災マニュアルの作成

● 地域コミュニティ推進事業
● 文化財公開事業
● 文化財登録制度の推進

● 小田原民俗芸能保存協会後継者育
　成補助事業

● 専門人材の確保
● 県・市町村文化財保護行政主管課
　⾧会議及び担当者会議への参画

● 都市空間デザイン事業
● まちなか再生支援事業

・学校等と連携した文化財の学びづくり
・社会教育施設等との連携による生涯学

習の充実
・地域との連携による学びの充実

学びの
充実

活動
支援

・文化財を活かした地域活動の支援
・文化財の一般公開の支援
・歴史的建造物等の活用の支援

・活動団体等のネットワークづくりの促進
ネット
ワーク
づくり

人材
育成

・民俗芸能等の後継者育成の支援
・地域における担い手の発掘と活動支援
・職人等の育成支援

・文化財行政の体制充実
・文化財を通じた広域連携の推進

体制
づくり

管理
修理

・計画的な管理と修繕の実施
・文化財の収蔵施設の充実
・文化財所有者の負担軽減

・災害への備えの充実
・防災・防犯対策の充実
・災害・盗難等発生後に迅速に対応でき
   る連絡体制づくり
・文化財救済対策の整備

防災
防犯

情報
発信

・多様な情報発信の促進
・他分野との連携や協働による情報発信
   の促進

・文化財に触れる環境づくりの促進
・展示公開施設の整備

普及
啓発

１  箱根外輪山がつくる自然と文化
　箱根外輪山の山々、足柄平野と中央を流
れる酒匂川、相模湾などから形成される変
化に富んだ地形をもち、森林資源による木
の文化や溶岩・火山砕屑物に由来する石の
文化が創り出されました。

２  足柄平野が育んだ原始古代からの暮らし
　縄文時代の羽根尾貝塚、弥生時代中期に
東日本最大級規模を誇った中里遺跡、古墳
時代の県下有数の古墳群である久野古墳
群、奈良時代の千代寺院跡など、原始から
足柄平野での広域的な交流を通して発展し
た地域社会の様相を今に伝えます。

３  曽我物語と鎌倉幕府ゆかりの地
　源頼朝が平家方に敗れた石橋山合戦や、
富士野の巻狩りで決行された曽我兄弟の仇
討ちは、浮世絵・浄瑠璃・歌舞伎などで広
く知られ、市域にもゆかりの史跡が残され
ており、鎌倉時代の出来事を今に伝えます。

４  北条氏による統治と戦国時代の終わりを告げた小田原合戦
　北条氏は小田原城を本拠に城下町の整備を
進め、関東における政治、経済、産業、文化
の中心として繁栄しました。小田原合戦に敗
れ北条氏は滅亡しましたが、延⾧９㎞におよ
ぶ総構や豊臣秀吉が築城した石垣山は、戦国
時代の姿を今に伝えます。

５  近世小田原城と城下町・宿場町
　小田原合戦後、要衝であった小田原城に
は、主に大久保氏をはじめとする譜代大名
が封ぜられました。江戸時代には城下町・
宿場町として賑わいを見せ、関連する文化
財も数多く残ります。

６  二宮尊徳と報徳仕法
　旧栢山村の中流農家に生まれた二宮尊徳
は、生涯を通して飢饉等で荒廃した農村の
復興に力を注ぎました。その手法は「報徳
仕法」と呼ばれ、後継者により全国に広ま
り、仕法の基礎となる思想は地域住民等に
より現在まで継承されています。

７  近代化がもたらした別邸文化と文化人ゆかりの地
　明治 20 年（1887）の国府津駅への鉄道
延伸を契機に、小田原は保養地・別荘地と
して注目を集め、政治家・軍人・実業家ら
が次々と別邸を構え、あるいは居住しまし
た。別邸文化を伝える建造物や庭園が今も
残ります。

８  地域に根付いたなりわいと多彩な民俗文化
　温暖で穏やかな気候と豊富な水を生かし
た農業、相模湾の海の幸を生かした漁業、
豊富な森林資源を生かした林業などの産業
が今も行われ、伝統工芸や名産品も継承さ
れています。また、文化の交流により根付
いた民俗芸能も伝えらえています。

１  小田原城周辺区域
　小田原城とその城下では、人々の暮らし
の中から様々な産業や名産品が生み出され、
信仰に始まる風習が有形・無形の文化財と
なり現在に伝わっています。近代以降は、
多くの別邸が設けられました。

２  石垣山・江戸城石垣石丁場跡周辺区域
　小田原合戦の舞台である石垣山は、総石
垣の城の姿がよく残り、江戸時代に設けら
れた江戸城石垣石丁場跡も手つかずの遺構
が残っており、往時の姿を偲ぶことができ
ます。

皆春荘

江戸城石垣石丁場跡

文化財の保存・活用

関連文化財群目指す将来像

将来像の実現にむけて取組んでいきます

多種多様な文化財を、歴史文化の特性にもとづくテーマに沿って一定のまとまり（群）として捉え、市民に
とって分かりやすく、より具体的に取組を進めていきます。

文化財保存活用区域 文化財が特定の区域に集中しており、その周辺環境を含め、それらの文化財の集まりを核として、
文化的な空間を創出するため計画的に設定します。

江戸城石垣石丁場跡

小田原城跡 小峯御鐘ノ台大堀切東堀宗我神社

済生堂薬局小西本店店舗

小田原城跡
整備された近世城郭部分

二宮尊徳生家

相模人形芝居

羽根尾貝塚の縄文時代前期出土品

文化財保存活用区域１

小田原城周辺区域

石垣山・江戸城石垣石丁場跡周辺区域
文化財保存活用区域２


